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  本研究の主な目的は、千一夜物語との類似で注目 

されてきた百一夜物語の枠物語の展開のなかで、ミ 

ソジニー（女嫌い）に隠されたミサンドリー（男嫌い）の 

要素を明らかにすることである。百一夜物語について 

は、複数の写本まで遡り、写本校訂と形態学的調査 

を行うことで、詳細な理解に努める。また、この枠物語 

と、内容が酷似する漢訳大藏經中の物語及び千一夜 

物語の枠物語との関係性を精査する。そして、仏教と 

イスラームの宗教的背景が物語解釈に及ぼす影響も 

解明する。

 学術的価値は未だ研究されていない独自の目標に 

ある。それは、百一夜物語と千一夜物語における枠 

物語への新しい見解の提示、仏教物語を含めた宗教 

の影響の解明、それら物語における男性と女性への
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「百一夜物語」写本の１葉目  

視点の新たな解釈、百一夜物語

の複数の写本間の比較による詳

細な分析である。 


